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調査における着目点

2016年熊本地震により生じた地表地震断

層，および断層直上・近傍に立地する施設
（家屋，土木構造物）の被害について調査す
る．



2016年熊本地震

産総研（2016）

布田川断層帯と日奈久断層帯を中
心に，M6.5，M6.4，M7.3を記録し

た一連の地震活動．地震の発振機
構は概ね南北方向に張力軸を持つ
横ずれ断層型．

衛星画像等で確認された地殻変動
については，全体を通して右横ず
れ成分が卓越しているが，一部で
は正断層性の変位が卓越している
箇所も確認されている．
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断層変位評価WG

調査地点

2016/6/7 A系列（カルデラ外）
2016/6/8 B系列（カルデラ内）

Start&Goal

－： 空中写真判読による地表の亀裂分布図（国土地理院）
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A1: 堂園周辺（上陣露頭）

A2: 下陣周辺（主断層による護岸の変位）A1: 堂園周辺（最大2mの横ずれ変位）

A2: 下陣周辺（左ずれの共役断層）
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A5: 出ノ口（山際の正断層変位）A3: 西原南（NTTドコモアンテナ鉄塔付近）

A5: 出ノ口（変位で破壊された水路護岸）
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A3: 西原南（アンテナ鉄塔基礎） 8
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A6:大切畑ダム（ダム堤内の断層通過位置付近）

A7: 桑鶴大橋（周辺の雁行する変位群）A6: 大切畑ダム（堤体を切る横ずれ断層）

A7: 桑鶴大橋（支承が外れたが落橋は免れた）
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B1
市ノ川駅
周辺
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B1:市ノ川駅周辺（陥没箇所に溜まった水）

B1:市ノ川駅周辺（鉄塔付近は陥没地形内に）

B1:市ノ川駅周辺（比高2mの段差）
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B1: 市ノ川駅周辺（陥没による送電鉄塔の傾斜）

graben

NNWSSE

NNWSSE

12



B2
阿蘇ファー
ムランド
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東海大周辺
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B2:阿蘇FL北方（断層直上の家屋）

B2’:阿蘇FL地下通路（変位を分散させた構造）B2: 阿蘇FL北方（横ずれ地表断層変位）

B2’:阿蘇FL地下通路（変位の分散）
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B4:阿蘇大橋（阿蘇側のたもと）

B3:河陽（カルデラ内に続く地表地震断層）B4: 阿蘇大橋（熊本側の大規模地すべり）

B3:河陽（断層変位で傾いた木造アパート）
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参考１）活断層と地表地震断層（産総研，2016）
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参考２）地殻変動と断層モデル（矢来ほか，2016）
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参考３）InSARの観測結果から見出された断層分布（藤原ほか，2016）



まとめ・所感

• 剛な横断構造物（コンクリート水路構造物）の損傷
は甚大であった．構造物損傷の範囲は断層位置
近傍で限定的といえる．

• 明瞭な断層地形でない場所でも地盤変状は大き
い（数10cm以上）箇所がある．

• 斜面上では斜面移動の変位も含まれ，変位が大
きくなる可能性．

• ダムについて，アースダムは重力式コンクリートよ
りも断層変位に対しては有利である．

• 分節構造は横ずれに対して有効である．
• 地震動と変位の重畳で損傷が大きくなる可能性．


